
｜●●・Ｊ■　‾・－‾

被
災
地
の
「
今
」
発
信
・

詣
”
認
３
県
商
店
主
ら
討
論
岡

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
間

も
な
く
３
年
を
迎
え
る
の

を
前
に
、
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
宋

剖

・

岡
山
市
）
の
呼
び
掛

け
で
、
被
災
３
県
の
仮
殷

商
店
街
の

り
Ｉ

ダ

ー

ら
が

集
い
、
復
興
を
考
え
る
フ

ォ

圭

フ
ム
が
２
日
、
岡
山
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国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
同

市
北
区
奉
還
町
）
で
開
か

れ
た
。
昨
年
初
開
催
し
た

復
興
グ
ル
メ
大
会
に
つ
い

て
出
席
者
は
「
被
災
地
同

士
の
協
力
を
確
認
す
る

場
。
応
援
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
実
感
で
き
る
。
大
会

か
ら
被
災
地
の
今
を
発
信

し
続
け
た
い
」
と
述
べ
た
。
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東日本大震災被災地の仮設商店街のリーダーらが

集い、復興について考えたフォーラム

.1

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
震
災
直

後
か
ら
緊
急
医
療
支
援
を

行
う
傍
ら
、
岩
手
県
大
槌

町
で
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
開
設
な
ど
支
援
を

続
け
て
き
た
。
昨
年
１
月

に
は
五
陸
沿
岸
部
の
交
流

を
狙
い
に
、
ご
当
地
料
理

を
集
め
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
で
復
興
グ
ル
メ
大
会
を

企
画
し
成
功
。
継
続
開
催

し
て
い
る
。

　
フ
ォ
圭
フ
ム
で
は
、
大

会
に
参
加
し
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
県
の
計
1
0
団
体

の
代
表
ら
が
発
表
。
気
仙

沼
復
興
商
店
街
（
宮
城
県

気
仙
沼
市
）
の
坂
本
正
人

副
理
事
長
は
「
再
建
を
目

指
す
商
店
街
同
士
が
仲
間

に
な
れ
た
こ
と
が
一
番
の

成
果
。
大
会
を
励
み
に
本

格
的
な
店
舗
再
開
に
頑
張

り
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
　
「
多
く
の
人
に
評
価
さ

れ
、
原
発
事
故
の
風
評
被

害
で
失
い
か
け
て
い
た
自

信
が
取
り
戻
せ
た
」
と
し

た
の
は
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
南
相
馬

　
（
福
島
県
南
相
馬
市
）
の

高
橋
秀
典
さ
ん
。
「
応
援

さ
れ
て
い
る
と
実
感
し

た
」
「
も
う
け
は
な
い
が
、

皆
さ
ん
と
笑
顔
を
共
有
で

き
る
」
　
「
大
会
で
被
災
地

の
現
状
を
伝
え
た
い
」
な

ど
、
前
向
き
な
感
想
が
相

次
い
だ
。

　
全
体
討
議
で
は
、
進
行

役
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
菅
波
茂
代
表
が
「
巨
大

地
震
で
西
日
本
が
被
災
し

た
際
の
復
興
を
考
え
る
フ

ォ
圭
フ
ム
で
も
あ
る
」
と

指
摘
。
石
巻
ま
ち
な
か
復

興
マ
ル
シ
エ
（
宮
城
県
石

巻
市
）
の
加
原
由
佳
さ
ん

は
「
被
災
者
だ
か
ら
分
か

る
こ
と
が
あ
る
。
岡
山
が

も
し
被
災
し
た
場
合
は
、

可
能
な
限
り
恩
返
し
し
た

い
」
と
支
援
を
誓
っ
た
。
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